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●一般社団法人やまなし美味しい甲斐

　7月21日、一般社団法人やまなし美味しい甲斐
（小池通義代表理事）は、東京都新宿区の京王プ
ラザホテルにおいて開催された「やまなし食のマッ
チングフェア2016 in TOKYO」（主催：株式会社
山梨中央銀行）に出展した。
　同フェアの都内での開催は4回目で、首都圏の百
貨店、スーパー、商社の食品バイヤー等約1,000人
が来場した。当法人からは、プチ・プラム、青木農園
の2社が出展したほか、県内の農産物生産者や山

梨県製麺協同
組合、山梨県
漬 物 協 同 組
合、山梨県食
品工業団地協
同組合の組合
員など食品製

造加工業者53社に加え、県内市町村や観光協会
の10団体が出展し、各ブースで商品説明・観光PR
を行った。また、個別商談会では全体で約2,300件
の商談が行われた。
　やまなし美味しい甲斐は、平成26年に設立以来、
商談会への出展だけでなく単独商談会も開催する
など、販路開拓を行ってきた。今回の個別商談会で
は、カタログショッピングでの販売、物産展への出
展、常設販売などより具体的な商談を行うことがで
きた。
　カタログショッピングでは、商品ロットの問題、カタ
ログ作成代の一部負担、半年前に提案する必要が
あるなど各社の商品情報を整理し、事前準備の必
要があることがわかった。物産展への出展に際して
は、実演販売は「音」と「におい」によりお客様を呼
べるかどうかが重要な要素であり、生産者の思いを

いかに伝えるのかが成功の鍵であると説明された。
常設の販売では、窓口の一本化、商品の発注・補充
など取引条件の設定が重要であり、法人が窓口と
なり継続して交渉をするよう要望があった。
　今回は、過去行ってきた3回の商談会の出展の
中で一番感触がよく、見積書の提出、商談の継続、
現地への訪問依頼など今後につながるものとなり、
新たな販路展開の期待が高い。

●協同組合ハイコープ山梨地区本部

　協同組合ハイコープ山梨地区本部（太田丈三地
区本部長　組合員23社）は、組合員企業の従業員
を対象に共同で人材育成と交流を目的に様々な事
業を実施しており、6月10日に上村直子氏（FP&コ
ミュニケーション）を講師に、「仕事に活かせるコミュ

ニケーション」をテーマとした合同社員研修会を開
催、従業員約100名が参加した。
　研修会では、冒頭で、様々な人とコミュニケーショ
ンを図るために必要な適切な質問と傾聴、自己開示
の重要性を実感するためのゲームを行った。次にコ

ミュニケーションの必要性についての説明を
受けた後、6～8人のグループに分かれて、与
えらたテーマ・条件に基づいてグループ内でコ
ンセンサスを作り上げていくゲームを行った。
グループワークでは、リーダー・調整役・盛り上
げ役の役割が自然とつくられ、活発なディス
カッションを経てコンセンサスが得られることを
体験した。
　上村先生は、コミュニケーションアップの極
意として、①笑顔　②自己開示をして共通点
を探すこと　③リアクション　④距離感を挙

げ、良いコミュニケーショ
ンのある職場は、能力
が上がり、効率が上がる
とまとめた。
　太田本部長は、「当
組合では企業の活力
アップのためには、経営
者の勉強会・情報交換
だけでなく従業員の交流も重要であると考え、異業
種会員企業の社員同士の交流の場をもつ事業にも
取り組んでいる。組合も10年を経過し、こうした取り
組みは徐 に々組合内に根付いてきている。今後も楽
しくみんなが参加でき交流できる事業を企画し、他
社の社員との交流から新たな発想や気づきを持ち
帰ることができる場として継続し、組合事業を通じ
た会員企業の発展に期待したい。」と述べた。

●山梨県酒造組合

　山梨県酒造組合（北原兵庫会長　組合員15
社）は、7月22日組合事務所で「呑み切り&地酒審
査会」を開催した。呑み切り審査には山梨県内の
10の酒蔵が普通酒から大吟醸まで計49本を出品、
地酒審査では山梨県が認定する日本酒6社、11本

が出品され、東京国
税局の鑑定官や県工
業技術センターなど
の審査員6人が、酒質
や熟成具合を確かめ
た｡
　日本酒は、もろみを
搾り酒粕との分離作
業を終えた段階では
白濁しているため、タ
ンクで10日間ほど寝

かせ不純物を沈殿させる「滓引き（おりひき）」を行
う。その後、微細な不純物の濾過（ろか）を経て、60
～65度の低温で加熱する「火入れ」作業を行い発
酵を止め、タンクに低温貯蔵する。その後、酒の検
査のためにタンクの呑み口を開けて少量の酒を採
取することを「呑み切り」と言う。
　気温が上昇して酒質が変化しがちな6月～7月に
かけて行う呑み切りは、出荷する前に醸造した酒が
健全に貯蔵されているかを確認するとともに、熟度
や香味を審査し出荷や調合（ブレンド）方法などを
決めるなど、蔵元にとっては夏以降の蔵出計画の
確認と今期の酒造りでの課題抽出に欠かせない重
要な行事の一つとなっている。また、地酒審査でも、
山梨県が推奨する酵母や県産米で醸造された銘
柄についても同様の審査を受けた。
　審査の後に行われた個別評価・相談会では、東

京国税局主任鑑定官の倉光鑑定官から｢名水の里
やまなしは水系が複数にあるため味に幅があり品
質も高く、多くの日本酒を味わえることは贅沢。｣と
講評され、杜氏や蔵の代表者は香りや仕込みのタ
イミング等について熱心に指導を受けていた。
　この日出品された日本酒は更に熟成され、10月1
日に県庁防災新館で行われる「日本酒の日」イベン
トで試飲できる予定である。
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講師の上村直子氏

グループワークでのディスカッション

個別評価・相談風景

個別相談会での商談

美味しい甲斐ブースでの商談

香りを確かめる審査員


